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佐賀市では、『豊かな自然とこどもの笑顔が輝くまち さが』という将来像を定め、この

将来像を実現するために『第２次佐賀市総合計画』に基づいたまちづくりを進めていると

ころです。 

このアンケート調査は、総合計画での「政策展開の基本方向」を構成する 36 の施策を中

心に質問を設定し、市民が「佐賀市の現状をどのように感じているか」、そして「これから

の“まちづくり”についてどのような意見を持っているか」などを把握し、市民の声を市政

に反映させることを目的として、毎年１回実施しています。 

 

 

 

 

 

  

● 調査地域 ：佐賀市全域 

● 調査対象 ：市内に居住する１８歳以上 

● 対象者数 ：５,０００人 

● 有効回収数 ：１,２９９サンプル（回収率２６.０％）、補正後９,９１３サンプル ※ 

● 抽出方法 ：旧市町村ごとに住民基本台帳から年齢階層別に無作為抽出 

● 調査方法 ：郵送による配布・回収 

● 調査時期 ：令和６年５月２０（月）～ ６月３日（月） 

● 調査項目 ：【問１】個人属性 

【問２】暮らしやすさの実感 

【問３】佐賀市への愛着 

【問４】今後の居住予定 

【問５】「幸福感」の現状 

【問６】まちづくりに対する「意識」 

【問７】まちづくりに対する「取組」 

【問８】市の施策の「重要度」と取組に対する「満足度」 

【問９】家事にかける時間について 

【問 10】市政に対する自由意見 

※調査結果は、旧市町村の人口規模に応じた補正係数を乗じた値を用いて作成されています。 
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幸福感の現状  

幸福感の平均値  幸福感の重要点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 幸福感の現状は、８点と答えた人の割合が最も高く、7 点以上が 6 割を占めています。 

● 佐賀市全体の幸福感の平均値は 6.89 点で、令和 5 年度（6.84 点）より高くなっています。 

● 幸福感の重要点は、「健康であること」「家族との関係が良好なこと」の回答が多くなっています。  
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佐賀市への愛着  

愛着を感じる点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 佐賀市への愛着については、『愛着がある』と答えた人は約 9 割を占め、50 歳代（92.8％）の愛着度

が最も高くなっています。 

● 佐賀市に愛着を感じる点は「生まれ故郷であること」「自然環境、気候などの風土」「生活環境がいいこ

と」が上位にあげられています。 
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ポートフォリオ分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【２】活力ある商工業の振興  
【３】賑わいあふれる中心市街地の活性化  
【４】総合的な農業の振興  
【５】森林保全と林業の振興  
【６】特色ある水産業の振興  
【７】総合的な防災・危機管理対策の充実  
【８】安全で美しい河川環境の適切な管理  
【10】計画的な土地利用の推進  
【11】市民生活を支える総合交通体系の確立  
【12】道路ネットワークの充実  
【13】安全で快適な住宅環境の充実  
【16】共生社会をめざす障がい者福祉の充実  
【34】財政の健全性の確保  
【35】職員の資質向上による業務執行体制の充実  

【９】地域で守る生活者の安全確保  
【15】住み慣れた地域で安心して暮らす 

高齢者福祉の充実  
【17】健康づくりの推進と保健・医療の連携  
【20】持続可能な循環型社会の構築  
【23】安心して子育てできる環境の充実  
【25】家庭・地域・企業等の教育力の向上  

【１】魅力ある観光の振興  
【14】互いに支え合う地域福祉の充実  
【19】地球にやさしい低炭素社会の構築  
【21】暮らしに身近な生活環境の向上  
【33】効果的・効率的な行政経営の推進  

【18】自立を支える生活福祉の充実  
【22】都市のみどりと美しい景観の創出  
【24】就学前からの教育の充実  
【26】自ら学ぶ生涯学習の推進  
【27】誰もが親しめる市民スポーツの充実  
【28】未来につなげる文化の振興  
【29】参加と協働によるまちづくり 
【30】情報共有の推進  
【31】人権尊重の確立  
【32】個性と能力を発揮できる男女共同参画社会の実現  
【36】適正かつ効率的な議会活動への支援  
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ポートフォリオ分析による施策項目の優先性  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 佐賀市が取り組んでいる施策について、その満足の度合いと重要さの度合いをたずねたところ、「施策タイ

プⅠ（優先して改善を要する施策）」にあげられる項目は、重要度でも上位の「【7】総合的な防災・危機管理

対策の充実」や「【8】安全で美しい河川環境の適切な管理」など 14 項目ありました。 

※順 位 付 け、施 策 タイプ分 けは端 数処 理 を行 っていない得 点 で算 出 している。 平均 以 上     、平 均 未満  
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旧市町村ごとの施策項目の上位５施策  

施策対策度の算出方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対
策
必
要
度 

＝ 

不満度 

✕ 

重要度 

満足している 1 点 重要である 4 点 

どちらかといえば満足 2 点 ある程度重要である 3 点 

どちらかといえば不満 3 点 あまり重要ではない 2 点 

不満である 4 点 重要ではない 1 点 

● 「重要度」と「満足度」をもとに対策の必要度合いを算出した結果、旧富士町以外のすべての地区で

「【11】市民生活を支える総合交通体系の確立」が 1 位となっており、旧富士町は「【7】総合的な防災・

危機管理対策の充実」が 1 位にあげられています。 

● 2 位は、旧佐賀市、旧久保田町では「【３】賑わいあふれる中心市街地の活性化」、旧富士町、旧東与賀

町では「【４】総合的な農業の振興」、旧諸富町では「【12】道路ネットワークの充実」、旧大和町では

「【34】財政の健全性の確保」、旧三瀬村では「【５】森林保全と林業の振興」、旧川副町では「【２】活力

ある商工業の振興」となっています。 

 

※順 位 付 けについては端 数 処理 を行 っていない得 点 で算 出 している。佐賀 市 全体 の上 位 5 項 目 について、色 付 けしている。  
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個人の「意識」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 日頃の生活で、ご自身が感じていることについてたずねたところ、肯定的意見の割合が高い項目は、「こ

の 1 年で人権侵害を受けたことがない」、「この 1 年で“男だから、女だから”という理由により自分の思

い通りにならなかったことはない」などでした。 

● 一方、肯定的意見の割合が最も低い項目は、「佐賀市まちづくり自治基本条例について知っていますか」

でした。 
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日頃の生活における「取組」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 6 年度佐賀市民意向調査 
（これからの“まちづくり”に関する市民意向調査）  

-ダイジェスト版- 

令和 6 年 9 月  

発行：佐賀市政策推進部  行政マネジメント課  

〒840-8501 佐賀市栄町 1 番 1 号  

TEL：0952-40-7029 

FAX：0952-40-7323 

● 日頃の生活で、ご自身が取り組んでいる状況についてたずねたところ、取り組んでいる人が多い項目は、

「健康診断の結果を、自分の健康管理に活かしている」、「月 2 回の“市報さが”を読んでいる」、「3 年以

上継続して健康診断を受けている」などでした。 

● 一方、取り組んでいる人が少ない項目は、「歴史関連のイベント等への参加」、「災害に備えて、地震対策や

非常用持ち出し袋の準備」、「子どもや高齢者などに対して、見守りや声掛けなどの福祉活動」などでし

た。 


